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   地域には循環が可能な資源がいっぱい

４　モデレーターの紹介

 

 　 [ 令和４年度 JRA事業 ]

  全日畜シンポジウム

地域資源を活用した農畜連携

　［ご挨拶］

　［全日畜シンポジウムの概要］

私たち畜種横断の畜産生産者の団体である一般社団法人 全日本畜産経営者協会
（通称「全日畜」）は、令和４年度の日本中央競馬会畜産振興事業として「農畜
連携による畜産経営の強化調査事業」を実施しております。

この調査事業は、畜産経営者と農業者の協働で、地域資源を活用し農畜連携を
進め、生産性の向上を実現することを目的としております。

全日畜では、この事業の一環として、全日畜「農畜連携」シンポジウムを開催
しますのでご案内いたします。皆さんのご参加をお待ちしております。

１　開催日 令和４年12月８日（木）

3　プログラム 　

２　会　場 ホテル  ポートプラザ ちば　（JR京葉線ちばみなと駅前）

〒0260-0026  千葉県千葉市中央区千葉港 8-5

　 TEL  043-247-7211    FAX  043-247-2811

13:00

第一部 事例発表会 13:15～14:45

開　会

　

第二部

閉　会

  （休憩）  

意見交換会 15:00～15:45

             16:00

　一般社団法人
　全日本配合飼料価格畜産安定基金

　　常務理事 　引 地 和 明 　氏

　［お知らせ］

　　今回のシンポジウムは、コロナウイルス感染症防止対策のため参加者数を
　制限させていただきました。そこで、全日畜ホームページで、シンポジウム
　の第一部「事例発表会」の模様を、「Web版」として編集後に掲載を予定し
　ています。併せてご活用ください。
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「香取市耕畜連携農業推進協議会」の活動について

　講 師

第一部 「事例発表会」の講師のご紹介

地域資源の稲WCSを有効活用する体制づくり

　演 題 全日畜の実態調査からみた農畜連携の取組状況と課題

ファームサポートかとり　株式会社

代表取締役　 長　嶋　　透　　氏

「香取市耕畜連携農業推進協議会」の成果を会社の諸活動として実
践。プレミアム稲WCSを求めて、併せて、飼料の生産・調製作業の
負担軽減を目指した事例を紹介。

畜産経営者448人へのアンケート調査と全国５会場で開催したワー
クショップから見えてきた農畜連携の取組状況と畜産経営の強化に向
けた課題等について報告。

　演 題

  神 谷 康 雄 氏

　概 要

2022/11/25版

元 農研機構 農村工学研究所 技術移転センター  教授

農学博士　 石　田　憲　治　　氏

国際情勢の急変が輸入飼料依存のリスクを一層顕在化させた。地域資
源の循環活用と自給飼料の安定的確保に向けて農畜連携の多様な展開
方向を考える。  石 田 憲 治 氏

　概 要

　演 題 耕畜連携から農畜連携へ （強靭な持続的畜産経営に向けて）

　講 師

　概 要

連携の秘訣は農業側と畜産側が ウィン ウィン であること

有限会社　金子ファーム　　（肉用牛・酪農経営）

取締役会長　 金　子　春　雄　　氏

昔は野焼き、今は野焼きせず有効活用を指導される「もみ殻」、入手
が困難となりつつある「乳牛に優しい敷料」にと、地域資源を見直し
た民民チャレンジを紹介。

　講 師

  ⾦ ⼦ 春 雄 ⽒

24戸（156ha）の飼料用米生産者と生産委託契約を行い、当初から
多収穫品種にこだわり反収１tを目指す。視察研修会での技術研鑽や
農研機構との研究協定による品種改良にも取り組む。

　講 師

　概 要

全日畜　専門員

技術士（農業部門）　 神　谷　康　雄　　氏

　演 題 稲作農家と畜産生産者で「もみ殻」の有効活用にチャレンジ

　演 題

株式会社　秋川牧園　　（養鶏経営）

生産部　次長　 村　田　　洋　　氏

　演 題

元 香取市職員

千葉県農業会議　専門員　　髙　岡　　晃　　氏

利根川下流の県下有数の穀倉地帯であり、水田は強湿田で有益な転作
作物がない。広域合併を機に組織化した「耕畜連携農業推進協議会」
を行政が主導し、畜産ニーズにマッチした稲WCS等を推進。

　概 要

  髙 岡  晃 氏

   ⻑ 嶋   透 ⽒

   村 田   洋 氏

　講 師

　概 要

　講 師
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